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1980年代に Souriau [4]によって定義された diffeological spaceは，可微分多様体を一般化して得
られる概念の一つで，角付き多様体や orbifold，無限次元多様体などを含む．これにより，多様体の
枠組みでは不可能だった構成や，考察が難しかった対象も扱えるようになる．

Diffeological spaceの接空間は，これまでVincent [6]，Iglesias-Zemmour [3]，Christensen-Wu [2]
らによって研究されてきた．特に，Christensen-Wuにより定義された 2種類の接空間である，内部
接空間と外部接空間が注目されている．内部接空間関手は，通常の多様体における接空間関手の左
Kan拡張として特徴付けられる．
本講演では，外部接空間をわずかに修正することで定義される「右側接空間」が，内部接空間と

対照的に右 Kan拡張を用いて特徴付けられることを説明する．また，外部接空間の亜種とも言える
いくつかの種類の接空間の関係についても論じる．
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